
（別紙様式２）

区市町村名

令和７年５月１日時点の学童クラブ待機児童数 21 人

１　学童クラブの待機児童が発生している原因 ４　これまでの推移

令和４年度 令和５年度 令和６年度

小学生児童数 3,099 3,151 3,138

増減 － 52 (13)

登録児童数 1,423 1,517 1,616

増減 － 94 99

２　学童クラブの待機児童を解消するための対策 待機児童数 0 0 35

（１）方針 増減 － 0 35

５　今後の見込

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 累計

小学生児童数 3,088 3,000 2,886 2,738

（２）具体策 増減 (50) (88) (114) (148)

申込児童数 1,684 1,714 1,783 1,886

増減 － 30 69 103

登録児童数 1,664 1,714 1,783 1,886

増減 48 50 69 103

３　「学童クラブの待機児童を解消するための対策」を講じることによる効果

待機児童数 21 0 0 0

増減 (14) (21) 0 0 (35)
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令和７年度　学童クラブ待機児童対策計画

小金井市では小学校の児童数が年々増加し、就労する保護者も増加しているため

学童保育所の利用数も年々増加している。学童の単独施設での受入れは定員超過

が続いており、学校の特別教室を使用し学童の運営を実施もしているが、児童数

の増加により特別教室を普通教室に転用するケースもあり、学校の教室使用も難

しい状況である。

民設民営学童保育所の開所、学校を含めた既存施設の活用。
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民設民営学童保育所の開所することにより、民間活力を活用することができ保護

者の多様なニーズに対応することができる。また既存施設の有効活用することに

より新たな学童保育所の整備費を抑制することが可能となる。

小金井市

令和５年度より民設民営学童保育所の設置、令和６年度より民設民営学童

保育所の運営に対して補助を実施している。今後も民設民営学童の開所を

促進し、定員超過が続いている学童保育所のエリアを中心に民設民営学童

保育所の開所する。また市教育委員会と連携し学校を含めた既存施設を有

効活用し学童保育所への転用を図る。


